
し
か
し
、
牛
頭
天
王
に
「
代
わ
っ
て
」
ス
サ
ノ
ヲ
が
祭
神
と
な
っ
た
、
と

い
う
訳
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
、
八
坂
神
社
改
称
以
前
か
ら
ス
サ
ノ
ヲ
も
、

祇
園
社
の
祭
神
で
あ
っ
た
。

中
古
以
来
某
擢
現
或
ハ
牛
頭
天
王
之
類
其
外
桃
語
ヲ
以
神
読
二
相
穂

候
神
社
不
少
候
何
レ
モ
其
神
社
之
由
緒
委
細
二
書
付
早
早
可
申
出
候

事桃
像
ヲ
以
神
磯
卜
致
候
神
社
ハ
以
来
相
改
可
申
候
事

（
佃
書
は
省
略
。
傍
線
部
は
筆
者
〔
以
下
、
各
史
料
に
付
し
て
い
る
傍
線
も
筆
者
〕
）

ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神

は
じ
め
に

ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神

「
備
後
国
風
土
記
」
逸
文
に
端
を
発
し
て
Ｉ

右
は
慶
応
四
年
（
後
に
明
治
元
年
に
改
元
・
一
八
六
八
）
三
月
に
神
祇
官

事
務
局
よ
り
発
布
さ
れ
た
神
仏
判
然
令
、
い
わ
ゆ
る
「
神
仏
分
離
令
」
で
あ

る
。
こ
の
発
布
に
基
づ
き
、
同
年
六
月
、
京
都
・
東
山
に
位
置
す
る
祇
園
感

一
１
－

神
院
、
即
ち
祇
園
社
は
、
そ
の
呼
称
を
八
坂
神
社
と
改
め
、
そ
の
中
御
座
に

鎮
座
す
る
祭
神
も
、
古
く
か
ら
篤
く
信
仰
さ
れ
て
い
た
牛
頭
天
王
で
は
な
く

ス
サ
ノ
ヲ
ノ
ミ
コ
ト
（
ス
サ
ノ
ヲ
）
と
な
っ
た
。
こ
の
歴
史
的
経
過
に
つ
い

て
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

右
は
室
町
後
期
、
吉
田
卜
部
氏
に
よ
り
撰
じ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る

『
二
十
二
社
註
式
」
「
祇
園
社
」
に
見
ら
れ
る
記
述
で
あ
る
。
牛
頭
天
王
は
ス

サ
ノ
ヲ
の
「
垂
迩
」
で
あ
る
旨
が
明
記
さ
れ
、
同
様
に
西
間
の
本
御
前
（
婆

利
女
・
少
将
井
）
も
ま
た
、
ス
サ
ノ
ヲ
の
妻
・
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
ノ
ミ
コ
ト

（
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
）
の
「
垂
迩
」
だ
と
い
う
。
現
在
、
八
坂
神
社
の
中
御

前
・
西
御
座
に
鎮
座
す
る
ス
サ
ノ
ヲ
と
ク
シ
イ
ナ
ダ
ヒ
メ
は
、
既
に
室
町
後

期
か
ら
祇
園
社
祭
神
と
し
て
見
な
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

○
西
間
。
本
御
前
。
奇
稲
田
媛
垂
跡
。
一
名
婆
利
女
ｃ

井
。
脚
摩
乳
手
摩
乳
女
。

○
中
間
。
牛
頭
天
皇
。
読
二
大
政
所
一
・
進
雄
尊
垂
通
。

○
東
間
。
蛇
毒
気
神
龍
王
女
。
今
御
前
也
。

鈴
木
耕
太
郎

五
五 名

少
将



っ
、
そ
の
背
景
の
検
討
を
試
み
た
い
。
な
お
、
論
ず
べ
き
点
は
多
々
あ
る

が
、
今
回
は
そ
の
考
察
範
囲
を
室
町
期
以
前
、
即
ち
平
安
か
ら
鎌
倉
期
に
絞

２
』

り
た
い
。

さ
ら
に
史
料
を
紐
解
く
と
、
年
次
不
明
な
が
ら
室
町
期
に
編
墓
さ
れ
た
し

疑
わ
れ
る
『
祇
園
社
略
記
』
に
、

ニ
ル
リ
ス
ノ
ニ
ハ
亨

或
日
、
神
家
祇
園
穂
一
・
素
蓋
烏
尊
一
、
俳
家
是
篤
二
牛
頭
天
王
一
、

レ
ヲ

ー
ン
テ
ノ
ヲ

配
二
之
天
道
神
一
、
余
解
一
曾
各
家
之
説
一

ニ
ハ

暦
家

祇
園
社
祭
神
、
殊
に
牛
頭
天
王
を
取
り
巻
く
習
合
関
係
は
、
室
町
期
に
入

〔
３
－

る
と
か
な
り
複
雑
化
し
て
く
る
。
本
地
を
薬
師
と
し
、
ま
た
天
刑
星
な
ど
と

の
習
合
を
説
く
『
神
道
集
』
「
祇
園
天
明
神
事
」
は
そ
の
一
例
と
い
え
よ

う
。
ま
た
同
じ
く
『
神
道
集
』
「
赤
山
大
明
神
事
」
で
は
赤
山
明
神
と
の
習

合
も
説
か
れ
、
さ
ら
に
古
く
は
『
阿
裟
縛
抄
」
諸
寺
略
記
「
感
腫
寺
縁
起
」

に
見
ら
れ
る
、
感
腰
寺
建
立
地
に
お
け
る
地
主
神
と
し
て
の
牛
頭
天
王
な

ど
、
祇
園
社
と
い
う
場
に
限
ら
ず
、
広
く
信
仰
の
対
象
と
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
確
認
出
来
る
。

そ
れ
で
は
、
室
町
期
以
前
の
状
況
は
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
。
そ
の
様
子

を
伺
う
こ
と
が
出
来
る
平
安
・
鎌
倉
期
の
史
料
類
を
幾
つ
か
挙
げ
て
、
再
検

討
し
て
み
た
い
。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
「
神
家
」
で
は
「
素
蓋
烏
尊
（
ス
サ
ノ

ヲ
）
」
を
、
「
仏
家
」
で
は
「
牛
頭
天
王
」
を
、
そ
し
て
「
暦
家
」
で
は
「
天

道
神
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
祇
園
社
の
祭
神
と
見
な
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

つ
ま
り
、
先
述
し
た
祇
園
社
祭
神
と
し
て
の
ス
サ
ノ
ヲ
は
、
「
神
家
」
側
の

言
説
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

も
ち
ろ
ん
、
先
の
「
二
十
二
社
註
式
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
神
家
」

吉
田
卜
部
氏
は
、
牛
頭
天
王
を
祇
園
社
祭
神
と
し
て
位
置
付
け
て
は
い
な
か

っ
た
、
と
は
言
え
ま
い
。
し
か
し
、
牛
頭
天
王
が
あ
く
ま
で
ス
サ
ノ
ヲ
の

「
垂
迩
」
で
あ
る
、
と
い
う
点
に
着
目
す
れ
ば
、
『
祇
園
社
略
記
』
に
見
ら
れ

る
「
各
家
ノ
説
」
も
、
取
る
に
足
ら
な
い
も
の
と
断
じ
る
こ
と
は
出
来
な

い
。
む
し
ろ
、
こ
の
よ
う
な
「
各
家
ノ
説
」
が
中
世
期
に
お
け
る
祇
園
社
の

複
雑
な
神
仏
習
合
の
在
り
方
を
築
い
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
各
家
ノ
説
」
は
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
生
じ

た
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
で
は
こ
の
問
い
に
つ
い
て
、
殊
に
「
神
家
」
の
側
の
説
で
あ
る
、
祇

園
社
祭
神
と
し
て
の
ス
サ
ノ
ヲ
に
着
目
し
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
何
故
祇
園
社
の
祭

神
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、
多
く
の
先
行
研
究
を
踏
ま
え
つ

（
Ａ
）
『
首
（
信
公
記
』
延
喜
二
十
年
（
九
二
○
）
閏
六
月
二
十
三
日
条

廿
三
日
、
壬
午
、
篤
除
咳
病
、
可
奉
幣
吊
走
馬
祇
園
一
之
状
、
令
真
祈

進

申
、
又
令
嬢
上
人
立
冥
願
。

文
献
上
、
初
め
て
祇
園
社
を
確
認
出
来
る
史
料
は
、
藤
原
忠
平
が
同
時
代

一
、
史
料
か
ら
見
る
祇
園
社
祭
神

五
六



（
Ｃ
）
十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
」
「
諸
社
祇
園
」
の
項

祇
園
延
久
二
ｌ
雄
十
月
十
四
日
焼
亡
侭
天
神
御
鉢
奉
扶
出
畢
別
営

安
誉
焦
全
焔
翌
日
入
滅
世
人
以
為
神
罰
四
’
三
月
廿
六
日
ｌ
始
有
後
一
一
一

条
院
行
幸
牛
頭
天
王
因
縁
自
天
竺
北
方
有
圃
其
名
日
九
相
其
中
有
圃
名

（
Ｂ
）
一
二
十
二
社
註
式
一
所
引
、
承
平
五
年
（
九
五
三
）
六
月
十
三
日
官
符

人
皇
六
十
一
代
朱
雀
院
承
平
五
年
六
月
十
三
日
官
符
云
。
雁
卜
以
一
観
慶

寺
一
為
廊
定
額
寺
上
事
。
常
団
在
二
山
城
園
愛
宕
郡
八
坂
郷
地
一
町
一
。
桧

皮
葺
三
間
堂
一
宇
。
唾
鴫
．
槍
皮
葺
三
間
礼
堂
一
宇
。
唾
一
暁
．
安
置
薬

師
像
一
琳
。
脇
士
菩
薩
像
二
鉢
。
柵
音
像
一
鉢
。
一
一
王
毘
頭
臓
一
鉢
。

大
般
若
経
一
部
六
百
巻
一
・
神
殿
五
間
桧
皮
葺
一
宇
。
天
神
婆
利
女
。

八
王
子
。
五
間
桧
皮
葺
礼
堂
一
宇
。
右
得
二
山
城
図
解
一
偶
。
故
常
住
寺

十
禅
師
博
燈
大
法
師
位
図
如
。
去
貞
親
年
中
奉
し
篤
一
・
建
立
一
也
。
或

ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神

日
吉
祥
其
園
中
有
城
其
城
有
王
牛
頭
天
王
又
名
日
武
答
天
神
云
其
父
名

（
Ｄ
）
一
社
家
条
々
記
録
』

清
和
天
皇
御
宇

富
社
草
創
根
元
者
、
貞
観
十
八
年
、
南
都
目
如
上
人
始
建
立
之
、
是
最

初
本
願
主
也
、

別
記
云
、
貞
観
十
八
年
南
都
円
如
先
建
立
堂
宇
、
泰
安
置
薬
師
千

手
等
像
、
則
今
年
夏
六
月
十
四
日
、
天
神
東
山
之
麓
祇
園
林
二
令

垂
跡
御
坐
。

に
書
き
残
し
て
い
た
日
記
、
『
貞
信
公
記
』
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
延
喜
二

十
年
に
は
既
に
「
咳
病
を
除
く
」
た
め
幣
吊
並
び
に
走
馬
が
祇
園
社
に
奉
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

こ
の
防
疫
・
除
疫
神
と
し
て
の
祇
園
社
祭
神
の
神
格
が
、
よ
り
明
確
に
な

る
の
は
、
や
は
り
祇
園
御
霊
会
の
開
始
か
ら
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か

し
、
そ
の
開
始
に
つ
い
て
は
諸
説
あ
り
、
例
え
ば
、
『
二
十
二
社
註
式
』
で

は
天
禄
元
年
（
九
七
○
）
、
後
述
す
る
『
社
家
条
々
記
録
」
で
は
天
延
二
年

（
九
七
四
）
、
そ
し
て
『
年
中
行
事
秘
抄
』
で
は
天
延
三
年
（
九
七
五
）
が
祇

園
御
霊
会
の
始
ま
り
と
記
さ
れ
、
い
ず
れ
も
判
じ
難
い
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら

は
全
て
円
融
天
皇
の
御
世
で
あ
る
た
め
、
今
は
、
各
記
述
の
年
次
か
ら
そ
う

遠
く
な
い
時
期
に
開
始
さ
れ
た
も
の
と
考
え
た
い
。

そ
れ
な
ら
ば
、
そ
も
そ
も
祇
園
社
自
体
の
創
始
は
い
つ
な
の
か
。
既
に
久

保
田
収
氏
始
め
、
多
く
の
先
学
諸
氏
が
論
じ
て
き
た
問
題
で
は
あ
る
が
、
次

の
（
Ｂ
）
（
Ｃ
）
（
Ｄ
）
の
史
料
を
見
て
再
度
検
討
し
よ
う
。

日
東
王
父
天
母
名
日
西
王
母
天
是
二
人
中
所
生
王
子
名
日
武
答
天
神
此

神
王
沙
渇
羅
龍
王
女
名
日
薩
迦
施
此
為
后
生
八
王
子
従
神
八
万
四
千
六

百
五
十
四
神
也

為
利
生
之
誕
生
也
ミ
ミ
ミ
昔
常
住
寺
十
禅
師
円
如
有
詫
宣
貞
観
十
八
ｌ

奉
移
八
坂
郷
樹
下
其
後
昭
宣
公
感
威
雛
懐
蓮
聖
数
字
建
立
糖
舎
官
符
文

云
。
昔
常
住
寺
十
禅
師
固
如
大
法
師
。
依
一
託
宣
一
・
第
五
十
六
代
清
和

天
皇
貞
観
十
八
年
奉
し
移
二
山
城
団
愛
宕
郡
八
坂
郷
樹
下
『
。
其
後
藤
原

昭
宣
公
。
感
二
威
験
一
。
壊
二
運
蔓
宇
一
建
二
立
精
舎
一
。
今
社
檀
是
也
。

五
七



（
Ｆ
）
『
Ⅱ
本
紀
略
』
永
詐
元
年
（
九
八
九
）
八
月
十
三
日
条

十
三
日
辛
酉
。
酉
戎
刻
。
大
風
。
宮
城
門
舎
多
以
顛
到
。
（
中
略
）
又

祇
園
天
神
堂
同
以
顛
到
。

（
Ｅ
）
一
●
類
緊
符
宣
抄
一
巻
三
「
疾
病
事
」
所
引
、
天
徳
二
年
（
九
五
八
）
諒

月
十
七
Ⅱ
宣
旨

左
弁
官
下
網
所

磨
下
分
頭
詣
二
寺
社
一
韓
幾
哩
仁
王
般
若
経
上
事

石
清
水
椛
少
僧
都
僧
十
口

（
中
略
）

（
Ｅ
）
か
ら
（
Ｇ
）
は
噸
嬢
寺
ｌ
祇
圃
社
に
お
け
る
「
天
神
」
に
つ

い
て
記
さ
れ
た
史
料
類
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
や
は
り
「
天
神
」
を
祁
る
神

殿
、
即
ち
「
祇
園
天
神
堂
二
が
建
立
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
整
理
を

す
る
と
、
観
慶
寺
が
寺
院
と
し
て
建
立
さ
れ
た
後
、
祇
園
天
神
堂
が
神
社
と

し
て
建
て
ら
れ
、
「
天
神
」
と
い
う
神
が
祁
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
る

〔
６
｝

だ
ろ
う
。
従
っ
て
、
祇
園
感
神
院
、
或
い
は
祇
園
社
と
は
、
観
慶
寺
と
祇
園

天
神
堂
と
い
う
神
仏
が
習
合
し
た
宮
寺
を
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な

お
、
一
・
本
朝
世
紀
』
で
は
、
長
保
元
年
（
九
九
九
）
六
月
十
四
日
条
に
「
祇

園
天
神
会
」
が
行
わ
れ
た
、
と
の
記
録
も
見
ら
れ
る
た
め
、
こ
の
段
階
に
お

い
て
、
天
神
が
防
疫
・
除
疫
神
と
し
て
祁
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で
あ

る
。 （

Ｇ
）
一
扶
桑
略
記
」
延
久
二
年
（
一
○
七
○
）
十
月
十
四
日
条

十
月
十
四
日
辛
未
。
戎
時
。
感
神
院
大
廻
廊
・
舞
殿
。
鐘
棲
。
皆
悉
焼

亡
。
但
天
神
御
鉢
奉
一
》
取
出
・
之
。
別
常
安
誉
身
焦
二
除
焔
一
。
翌
Ｈ
入

滅
。
世
人
以
篤
二
神
罰
一
。

《
４
｜

（
Ｂ
）
は
『
一
一
十
一
一
社
註
式
』
に
収
め
ら
れ
た
官
符
文
で
あ
る
。
こ
の

（
Ｂ
）
で
は
、
祇
園
社
は
貞
観
年
間
（
八
五
九
’
八
七
七
）
、
或
い
は
貞
観
十

八
年
（
八
七
六
）
に
常
住
寺
の
円
如
と
い
う
法
師
に
よ
っ
て
「
建
立
」
さ
れ

た
、
と
さ
れ
て
い
る
。
同
様
に
、
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
と
疑
わ
れ
る
（
Ｃ
）

（
５
）

の
古
辞
書
、
十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
」
や
、
（
Ｄ
）
の
室
町
期
に
祇
園
社

社
務
執
行
職
に
あ
っ
た
晴
顕
が
著
し
た
記
録
書
『
社
家
条
々
記
録
』
で
も
、

円
如
（
或
い
は
南
都
僧
）
が
、
貞
観
十
八
年
に
八
坂
郷
に
て
建
立
し
た
、
と

記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
久
保
田
氏
ら
は
、
貞
観
十
八
年
創
始
説
を
唱

え
て
お
り
、
本
稿
も
そ
の
説
に
従
い
た
い
。

さ
て
（
Ｂ
）
を
再
度
見
て
み
よ
う
。
（
Ｂ
）
の
記
述
に
従
え
ば
、
祇
園
社

は
観
慶
寺
と
い
う
寺
院
と
し
て
創
始
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
で
、
薬

師
如
来
及
び
脇
侍
の
菩
薩
、
観
音
な
ど
は
三
間
の
堂
に
、
天
神
・
婆
利
女
・

八
王
子
は
五
間
の
神
殿
に
、
そ
れ
ぞ
れ
安
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

薬
師
像
に
つ
い
て
は
、
（
Ｄ
）
の
「
別
記
」
に
も
記
さ
れ
て
お
り
、
円
如
が

建
立
し
た
堂
に
祁
ら
れ
て
い
た
と
考
え
て
良
い
。
問
題
は
、
（
Ｂ
）
に
あ
る

「
天
神
」
と
は
何
を
指
す
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

上
出
雲
櫛
蝋
堂

細
討
劉
刻
測
遡

僧僧

僧
』
十
ｎ

僧
十
口

五
八



（
１
）
『
王
蕊
』
承
久
二
年
（
一
二
二
○
）
四
月
十
四
日
条
外
記
、
延
久
二
年

十
月
十
四
日
勘
文

祇
園
社
焼
亡
例
事

《
沸
力
］

延
久
口
年
□
口
十
四
日
、
辛
未
、
成
勉
感
神
院
榊
地
焼
亡
、
判
詞
刃
到

御
足
焼
損
、
八
王
子
御
鉢
井
弛
毒
気
神
大
将
軍
御
鉢
同
焼
亡
、
（
中

略
）
僅
随
捜
侍
八
王
子
一
鉢
奉
取
出
之
程
、
安
誉
身
焼
損
、
（
中
略
）

被
埋
大
壁
五
頭
天
玉
井
婆
梨
女
御
鉢
御
座
、
（
中
略
）
但
左
右
御
足
焼

損
給
、
各
御
長
六
尺
余
計
歎
、
八
王
子
三
鉢
所
々
焼
損
、
同
所
御
座
也
、

（
中
略
）
其
残
八
王
子
四
鉢
、
蛇
毒
気
神
大
将
軍
御
鉢
等
皆
悉
焼
失
畢

云
々
。

（
Ｈ
）
一
本
朝
世
紀
」
久
安
四
年
（
一
一
四
八
）
一
一
一
月
二
十
九
日
条
所
引
、
延

久
二
年
十
月
十
四
日
記
事

延
久
二
年
十
月
十
四
日
。
（
中
略
）
火
出
来
焼
。
失
費
殿
一
。
井
飲
舎

屋
。
牛
頭
天
皇
御
足
焼
損
。
蛇
毒
気
神
焼
失
了
。

両
者
と
も
、
（
Ｇ
）
で
記
さ
れ
た
延
久
二
年
の
祇
園
社
火
災
に
関
す
る
記

ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神

述
で
あ
る
が
、
こ
こ
か
ら
、
延
久
二
年
の
祇
園
社
火
災
に
よ
っ
て
、
牛
頭
天

王
像
は
御
足
の
み
焼
損
し
た
が
、
本
像
そ
の
も
の
は
失
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と

が
分
か
る
。
ま
た
、
（
１
）
に
見
ら
れ
る
婆
利
女
・
八
王
子
は
、
（
Ｂ
）
に
見

ら
れ
る
天
神
と
共
に
神
殿
の
中
に
祁
ら
れ
て
い
た
神
々
で
あ
る
。
今
、

（
Ｈ
）
．
（
１
）
で
は
、
「
天
神
」
の
名
が
見
ら
れ
な
い
が
、
（
Ｂ
）
の
記
述
を

鑑
み
る
と
（
Ｇ
）
に
記
さ
れ
て
い
る
「
天
神
御
鉢
」
は
、
牛
頭
天
王
像
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
い
つ
か
ら
「
天
神
」
Ⅱ
牛
頭
天
王
と
な
っ
た
の

か
、
そ
の
点
に
つ
い
て
は
定
か
で
は
な
い
が
、
少
な
か
ら
ず
（
Ｈ
）
が
成
立

し
た
久
安
四
年
に
は
、
「
天
神
」
と
牛
頭
天
王
と
は
習
合
し
て
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

さ
て
、
（
Ｃ
）
に
再
度
着
目
す
る
と
、
こ
こ
で
は
簡
略
な
牛
頭
天
王
縁
起

が
引
か
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
「
牛
頭
天
王
因
縁
～
」
）
。
こ
の
縁
起

が
、
明
ら
か
に
仏
教
的
色
合
い
が
濃
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
一
目
瞭

然
で
あ
ろ
う
。
前
後
の
文
章
か
ら
考
え
て
、
恐
ら
く
は
元
と
な
る
由
来
書
が

こ
の
時
期
に
は
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
「
仏
家
」
筋
の
人
間
が
作

成
し
た
も
の
と
考
え
て
良
い
だ
ろ
う
。
先
述
し
た
よ
う
に
、
祇
園
社
の
「
天

神
」
は
仏
で
は
な
く
神
の
位
置
付
け
に
あ
る
が
、
「
天
神
」
と
習
合
し
た
牛

頭
天
王
は
、
仏
に
近
い
存
在
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
即

ち
、
一
祇
園
社
略
記
一
に
見
ら
れ
る
『
仏
家
」
と
「
牛
頭
天
王
」
の
結
び
付

き
は
、
鎌
倉
期
に
は
何
ら
か
の
形
で
既
に
存
在
し
て
い
た
と
い
え
る
。
な

お
、
こ
こ
で
は
「
天
神
」
Ⅱ
牛
頭
天
王
で
は
な
く
、
武
答
「
天
神
」
Ⅱ
牛
頭
天

王
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
問
題
点
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述

し
た
い
。

五
九

さ
て
、
天
神
が
神
で
あ
る
な
ら
ば
、
「
仏
家
の
説
」
で
あ
る
祇
園
社
祭
神

・
牛
頭
天
王
は
、
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
（
Ｃ
）
に
お
い
て
、
そ
の
詳
細
は

語
ら
れ
る
が
、
文
献
上
の
初
見
は
、
藤
原
信
西
に
よ
り
平
安
末
期
に
編
纂
さ

れ
た
次
の
（
Ｈ
）
『
本
朝
世
紀
』
と
な
る
。
（
１
）
『
玉
蕊
一
も
含
め
そ
の
記

述
を
検
討
し
て
み
よ
う
。



そ
れ
で
は
、
「
神
家
」
の
側
は
ど
の
よ
う
な
言
説
を
も
っ
て
祇
園
社
祭
神

を
論
じ
て
い
る
の
か
。
こ
の
「
神
家
」
側
の
言
説
も
ま
た
、
鎌
倉
後
期
に
入

っ
て
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
、
一
．
釈
日
本
紀
」
巻
七
に
引
か

れ
る
『
備
後
国
風
土
記
』
逸
文
（
以
下
、
逸
文
）
を
巡
る
言
説
が
そ
れ
と
い

え
よ
う
。

二
、
『
備
後
国
風
土
記
』
逸
文
か
ら
見
る
ス
サ
ノ
ヲ
信
仰

し
か
し
、
先
述
し
た
逸
文
を
注
釈
に
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う

に
、
や
は
り
兼
文
兼
方
の
思
想
ｌ
平
野
卜
部
氏
の
思
想
ｌ
が
、
編
纂

の
根
底
に
流
れ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
。
さ
ら
に
は
、
「
釈
日
本

紀
』
自
体
が
、
「
日
本
書
紀
．
一
の
注
釈
を
通
じ
て
、
新
た
な
「
巾
世
神
話
」

《
９
》

を
生
み
出
し
て
い
る
、
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
具
体
的
な
考
察
に
入
り
た
い
。
『
釈
日
本
紀
』
の
中
で
も
、

ス
サ
ノ
ヲ
に
つ
い
て
は
多
く
の
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
が
、
本
稿
で
取
り
上

げ
る
箇
所
は
、
巻
七
「
素
菱
鳴
尊
乞
宿
於
衆
神
」
と
題
す
る
項
日
で
あ
る
。

こ
れ
は
『
日
本
書
紀
』
第
七
段
の
一
書
に
見
ら
れ
る
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
石
窟

へ
と
追
い
込
ん
だ
ス
サ
ノ
ヲ
が
、
諸
神
の
怒
り
を
買
い
、
高
天
原
か
ら
底
根

の
国
へ
と
追
放
さ
れ
、
衆
神
に
宿
を
乞
う
て
も
悉
く
断
ら
れ
る
、
と
い
う
場

面
の
注
釈
と
な
る
。

し
か
し
、
こ
の
注
釈
と
し
て
用
い
ら
れ
る
逸
文
で
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
一
転

し
て
、
人
々
の
庇
誰
と
殺
教
と
い
う
相
反
す
る
性
格
を
露
に
す
る
行
疫
神
と

し
て
描
か
れ
て
い
る
。
従
っ
て
、
こ
の
逸
文
を
注
釈
と
し
て
用
い
る
こ
と

で
、
新
た
な
解
釈
が
加
わ
り
、
『
日
本
書
紀
』
一
書
に
見
ら
れ
る
ス
サ
ノ
ヲ

像
は
、
膨
ら
み
拡
大
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
以
ド
、
実
際
に
逸
文
本
文
を
見

て
い
こ
う
。

素
菱
鳴
尊
乞
一
・
宿
於
衆
神
一
・

備
後
園
風
土
記
日
。
疫
隅
圃
社
。
昔
北
海
坐
志
武
塔
神
。
南
海
神
之
女

子
乎
与
波
比
永
坐
永
。
日
暮
。
彼
所
蘇
民
将
来
二
人
在
伎
。
兄
蘇
民
将
束

甚
貧
窮
。
弟
将
来
富
鏡
。
屋
倉
一
百
在
伎
。
髪
塔
神
借
宿
虚
。
惜
而
不

六
○

正
安
三
年
（
一
三
○
一
）
頃
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
『
釈
日
本
紀
』
は
、

平
野
卜
部
氏
の
兼
方
に
よ
り
著
さ
れ
た
『
日
本
書
紀
」
の
注
釈
書
で
あ
る
。

こ
の
群
の
骨
子
は
、
兼
方
の
父
・
兼
文
が
行
っ
た
『
日
本
書
紀
』
の
講
義
案

に
あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
、
平
野
卜
部
氏
・
吉
田
卜
部
氏
だ
け
で
な
く
、
兼

文
の
講
義
を
受
け
た
一
条
実
経
の
直
系
、
一
条
兼
良
に
も
そ
の
解
釈
は
受
け

継
が
れ
る
な
ど
、
そ
の
影
響
は
強
い
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
受
容
の
広
が
り

か
ら
、
『
日
本
書
紀
』
の
注
釈
に
お
け
る
、
一
つ
の
画
期
と
な
っ
た
と
考
え

《
７
》

て
間
違
い
は
な
い
。

こ
の
『
釈
日
本
紀
』
に
つ
い
て
、
小
野
田
光
雄
氏
は
、
そ
の
編
纂
姿
勢
か

ら
、
『
日
本
書
紀
』
の
窓
意
的
な
解
釈
で
は
な
く
、
神
祇
官
職
員
と
し
て
可

能
な
限
り
私
見
を
避
け
、
『
日
本
書
紀
』
の
正
し
い
読
み
や
捉
え
方
を
求
め

〔
８
｝

て
い
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
確
か
に
一
釈
日
本
紀
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る

『
風
土
記
』
（
逸
文
含
む
）
や
『
古
事
記
』
、
さ
ら
に
兼
文
以
前
の
Ⅱ
本
紀
識

の
講
義
録
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
一
日
本
紀
私
記
』
な
ど
を
用
い
て
一
日
本
書

紀
』
の
注
釈
を
施
す
姿
勢
は
、
小
野
田
説
を
裏
付
け
る
も
の
と
も
い
え
る
。



借
。
兄
蘇
民
将
来
借
奉
。
即
以
粟
柄
篤
座
。
以
粟
飯
等
饗
奉
霞
圏
哩
髪

符
力

畢
出
坐
。
後
が
経
年
率
八
柱
子
還
来
天
詔
久
。
我
我
奉
之
為
報
。
答

日
。
汝
子
孫
其
家
が
在
哉
止
問
給
。
蘇
民
将
来
答
申
久
。
己
女
子
与
斯

婦
侍
止
申
。
即
詔
久
。
以
茅
輪
令
レ
着
一
於
腰
上
。
随
し
詔
令
レ
着
。
即
夜
が

．
ロ
ン
水
口
ホ
ン

蘇
民
之
女
子
一
人
乎
置
天
。
皆
悉
許
呂
志
保
呂
保
圭
心
天
伎
。
即
詔
久
。

ハ
ヤ
ス
サ
ノ
予
ノ

五
口
者
速
須
佐
雄
能
神
也
。
後
世
仁
疫
気
在
者
。
汝
蘇
民
将
束
之
子
孫
止

一
Ⅲ
）

云
天
。
以
一
茅
輪
一
着
し
腰
。
企
詔
随
詔
令
着
即
返
在
人
者
将
免
止
詔
伎
。

先
師
申
云
。
此
則
祇
園
社
本
縁
也
。

大
仰
云
。
祇
園
社
三
所
者
。
何
神
哉
。
先
師
申
云
。
如
此
園
記
者
。

武
塔
天
神
者
素
美
鳴
尊
。
少
将
井
者
号
本
御
前
。
奇
稲
田
姫
歎
。
南

海
神
之
女
子
今
御
前
鰍
。

重
問
云
。
祇
園
号
異
圃
神
不
然
歎
。
先
師
申
云
。
素
芙
鳴
尊
初
到
新

羅
錦
日
本
之
趣
。
見
営
記
。
就
之
有
異
園
神
之
説
欺
。
祇
園
篤
行
疫

神
。
武
塔
天
神
御
名
。
世
之
所
知
也
。
而
吾
者
、
速
須
佐
雄
能
神

也
。
云
々
・
素
芙
鳴
尊
。
亦
名
速
素
菱
鳴
尊
。
神
素
斐
鳴
尊
之
由
見

此
紀
。
仰
而
可
取
信
者
也
。
御
霊
曾
之
時
。
於
四
係
京
極
奉
備
粟
御

飯
之
由
博
承
。
是
蘇
民
将
来
之
因
縁
也
。
又
祇
園
神
殿
下
有
際
通
二
龍

宮
一
穴
胆
之
由
。
古
来
申
博
之
。
北
海
神
通
営
南
海
神
女
子
之
儀
符
合

獣
。

（
句
点
は
筆
者
）

ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神

Ｉ
、
備
後
国
風
土
記
の
記
述
に
つ
い
て
（
「
備
後
図
風
土
記
日
～
免
止
詔
伎
。
」
）

〔
一
〕
（
備
後
国
風
土
記
に
お
け
る
疫
隅
国
社
に
つ
い
て
）
昔
、
北
海
に
い
ら

っ
し
ゃ
っ
た
武
塔
神
が
南
海
に
い
る
女
子
を
妻
に
要
ろ
う
と
旅
立
っ

た
。

〔
二
〕
し
か
し
、
日
が
暮
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
蘇
民
将
来
と
い
う
二
人
の

兄
弟
に
宿
を
借
り
る
こ
と
に
し
た
。

〔
三
〕
初
め
に
、
大
変
裕
福
な
弟
の
将
来
の
家
を
訪
れ
た
。
し
か
し
、
弟
将

来
は
武
塔
神
に
宿
を
貸
さ
な
か
っ
た
。

〔
四
〕
次
に
貧
し
い
兄
、
蘇
民
将
来
の
元
へ
訪
れ
た
。
こ
の
兄
は
、
貧
し
い

な
が
ら
粟
柄
を
敷
き
、
粟
飯
な
ど
で
も
て
な
し
た
。

〔
五
〕
そ
の
後
数
年
を
経
て
、
武
塔
神
は
八
柱
の
御
子
を
連
れ
て
兄
蘇
民
将

来
の
元
へ
、
再
度
訪
れ
、
蘇
民
将
来
に
対
し
て
恩
に
報
い
た
い
旨
を

伝
え
、
ま
た
彼
に
子
孫
は
い
る
か
と
尋
ね
た
。
そ
こ
で
蘇
民
将
来

は
、
娘
が
妻
と
い
る
と
答
え
た
と
こ
ろ
、
腰
の
上
に
茅
の
輪
を
つ
け

さ
せ
よ
、
と
命
じ
た
。

〔
六
〕
そ
こ
で
蘇
民
将
来
は
、
娘
に
茅
の
輪
を
付
け
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
そ
の

夜
に
な
り
、
武
塔
神
と
八
柱
の
御
子
が
、
蘇
民
将
来
の
娘
だ
け
を
残

し
悉
く
滅
ぼ
し
て
し
ま
っ
た
。

〔
七
〕
武
塔
神
は
、
「
私
は
速
須
佐
能
雄
神
で
あ
る
、
後
世
に
疫
病
が
広
ま
っ

た
時
、
お
前
（
蘇
民
将
来
の
娘
）
は
、
「
蘇
民
将
来
の
子
孫
な
り
」
と

言
っ
て
、
茅
の
輪
を
腰
に
つ
け
た
な
ら
ば
、
そ
の
疫
病
か
ら
逃
れ
ら

れ
る
だ
ろ
う
。
」
と
仰
っ
た
。

｛
ハ
ー

右
の
記
述
を
簡
約
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。



こ
の
「
備
後
国
風
土
記
』
は
断
簡
含
め
現
存
し
て
お
ら
ず
、
こ
こ
に
見
ら

れ
る
逸
文
が
『
備
後
国
風
土
記
』
と
し
て
確
認
出
来
る
唯
一
の
記
述
で
あ

る
。
し
か
し
、
多
々
あ
る
一
風
土
記
」
研
究
の
中
で
も
、
古
く
は
井
上
通
泰

氏
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
該
当
箇
所
記
述
が
真
に
『
風
土
記
」
編
纂
時

《
Ⅲ
｝

に
作
成
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
か
は
、
疑
問
視
さ
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
秋
本

吉
郎
氏
も
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
撰
者
で
あ
る
卜
部
兼
方
の
編
纂
姿
勢
か
ら

考
え
れ
ば
、
編
纂
時
よ
り
遡
っ
て
も
そ
う
新
し
い
も
の
で
は
な
い
よ
う
に
も

（
吃
｝

田
心
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
今
こ
の
逸
文
の
成
立
年
次
を
確
定
す
る
こ
と
も
ま
た

困
難
で
は
あ
る
が
、
兼
文
・
兼
方
と
同
時
代
の
成
立
と
は
考
え
難
い
た
め
、

鎌
倉
初
期
に
は
成
立
し
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

で
は
、
ス
サ
ノ
ヲ
が
登
場
す
る
こ
の
逸
文
の
ど
こ
に
祇
園
社
と
の
繋
が
り

が
説
か
れ
て
い
る
の
か
。
改
め
て
、
逸
文
そ
の
も
の
に
着
目
し
た
時
、
す
ぐ

に
想
起
さ
れ
る
の
は
、
や
は
り
室
町
期
以
降
の
祇
園
牛
頭
天
王
縁
起
で
あ

る
。
即
ち
、
登
場
人
物
（
神
）
の
名
を
変
え
れ
ば
、
逸
文
の
内
容
が
そ
の
ま

（
旧
）

ま
牛
頭
天
王
縁
起
の
プ
ロ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
西
田
長
男
氏
は
、
こ
の
逸

《
肘
》

文
を
も
っ
て
祇
園
牛
頭
天
王
縁
起
の
最
古
の
部
類
と
位
置
付
け
て
い
る
。
し

か
し
、
逸
文
の
中
に
牛
頭
天
王
が
現
れ
な
い
点
か
ら
考
え
て
、
牛
頭
天
王
縁

起
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
ず
、
「
疫
隅
国
社
」

固
有
の
縁
起
と
考
え
ら
れ
る
。

っ
誉
り
、
こ
の
疫
隅
国
社
縁
起
を
祇
園
社
率
縁
起
と
す
る
ｌ
即
ち
、
疫

隅
国
社
祭
神
の
ス
サ
ノ
ヲ
を
祇
園
社
祭
神
と
す
る
ｌ
強
引
に
も
見
え
る
置

き
換
え
は
、
結
果
と
し
て
、
『
日
本
書
紀
』
注
釈
と
い
う
形
を
取
っ
た
、
兼

文
に
よ
る
新
た
な
「
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
」
の
「
創
成
」
に
他
な
ら
な
い
。

｛
ハ
ー
ー

Ⅱ
、
大
殿
（
前
関
白
・
一
条
実
経
）
と
先
師
（
兼
文
）
間
で
の
問
答
に
つ
い

て
（
「
先
師
申
云
～
儀
符
合
歎
。
」
）

〔
ｉ
〕
先
師
は
「
こ
れ
こ
そ
祇
園
社
の
本
縁
で
あ
る
」
と
申
さ
れ
た
。

〔
ｈ
〕
大
殿
（
一
条
実
経
）
は
、
「
祇
園
社
の
三
神
は
ど
の
よ
う
な
神
で
あ
る

の
か
」
と
お
尋
ね
に
な
ら
れ
た
。
先
師
は
「
こ
の
風
土
記
の
記
述
の

通
り
だ
と
申
し
上
げ
た
。
即
ち
、
武
塔
天
神
は
素
菱
鳴
尊
（
ス
サ
ノ

ヲ
）
で
あ
り
、
少
将
井
は
本
御
前
で
あ
り
、
奇
稲
田
姫
（
ク
シ
ナ
ダ

ヒ
メ
）
の
こ
と
か
と
思
わ
れ
、
南
海
の
子
女
は
今
御
前
で
は
な
い

か
」
と
。

〔
伽
〕
大
殿
は
重
ね
て
、
「
祇
園
の
神
は
異
国
の
神
で
は
な
い
の
か
」
と
お
尋

ね
に
な
ら
れ
た
。
先
師
は
、
「
ス
サ
ノ
ヲ
は
初
め
新
羅
国
に
到
り
そ
の

後
日
本
へ
帰
ら
れ
た
と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
た
め
、
異
国
の
神
で

あ
る
と
い
う
説
が
生
じ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
申
し
上
げ
た
。
そ
し

て
、
「
祇
園
の
神
は
行
疫
神
と
為
ら
れ
、
武
塔
天
神
の
御
名
は
広
く
世

に
知
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
速
須
佐
雄
能
神
（
ス
サ
ノ
ヲ
）
で
あ

る
」
な
ど
と
申
し
上
げ
た
。

〔
Ⅳ
〕
さ
ら
に
先
師
は
、
「
素
美
鳴
尊
ま
た
は
速
須
佐
雄
能
神
、
神
素
美
鳴
の

由
来
は
こ
の
紀
（
日
本
書
紀
）
に
見
ら
れ
る
。
御
霊
会
の
時
、
四
条

京
極
に
て
粟
飯
を
奉
じ
る
伝
承
は
、
蘇
民
将
来
の
因
縁
で
あ
る
と
申

さ
れ
た
。
ま
た
、
祇
園
社
の
神
殿
の
下
に
は
龍
宮
に
続
く
穴
が
あ
る

と
古
来
よ
り
伝
え
ら
れ
て
き
た
、
こ
れ
は
北
海
神
が
南
海
神
の
女
子

の
元
へ
と
赴
く
、
と
い
う
点
に
附
合
す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
申
さ

れ
た
。



ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神

と
記
さ
れ
て
い
る
が
、
西
田
氏
も
説
く
よ
う
に
、
疫
隅
の
字
か
ら
考
え
て
も

江
熊
天
王
社
（
旧
県
社
素
菱
鳴
神
社
、
現
在
の
広
島
県
福
山
市
新
市
町
）
が

《
喝
〕

そ
れ
に
該
当
す
る
と
考
え
る
。
加
え
て
、
十
世
紀
に
編
纂
さ
れ
た
『
延
喜

式
一
巻
九
・
十
所
収
の
い
わ
ゆ
る
「
神
名
帳
」
で
は
、
備
後
国
深
津
郡
（
現

・
広
島
県
福
山
市
）
に
須
佐
能
衰
神
社
の
名
を
確
認
出
来
る
た
め
、
当
社
が

ス
サ
ノ
ヲ
を
祭
神
と
し
て
い
た
こ
と
は
明
確
で
あ
り
、
疫
隅
国
社
だ
と
考
え

て
も
そ
う
不
自
然
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
須
佐
能
衰
社
の
存
在
は
、
こ
の

肥
〕

地
に
ス
サ
ノ
ヲ
信
仰
が
古
く
か
ら
根
付
い
て
い
た
証
左
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
さ
ら
に
視
野
を
広
げ
る
と
、
当
然
ス
サ
ノ
ヲ
信
仰
の
一
大
拠
点
で

あ
る
出
雲
を
看
過
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
今
、
『
出
雲
国
風
土
記
』
飯
石

れ
た
「
福
山
志
料
」
に
は

郡
の
記
述
を
確
認
す
る
と
、

今
按
二
、
備
後
国
二
祇
園
卜
称
ス
ル
大
社
三
所
ア
リ
。
一
ハ
品
治
郡
江

ソ
チ
ノ

熊
天
王
、
一
ハ
世
羅
郡
小
童
祇
園
、
一
ハ
コ
レ
ナ
リ
（
筆
者
注
・
沼
隅
郡

緬
祇
園
の
こ
と
）
。
イ
ッ
レ
ヲ
カ
備
後
風
土
記
ニ
ハ
ノ
セ
タ
ル
。
シ
カ
レ

ト
モ
前
ノ
諸
書
皆
同
説
ナ
レ
ハ
、
疫
隅
社
ハ
輔
ノ
祇
園
ナ
ル
コ
ト
明
ケ

、
ン
◎

通
二
三
次
郡
堺
三
坂
一
八
十
里
癖
縦

と
こ
ろ
で
、
こ
の
疫
隅
国
社
は
現
存
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
社
を
ど
こ
に
推

定
す
る
か
で
説
は
分
か
れ
て
い
る
。
文
化
六
年
（
一
八
○
九
）
に
ま
と
め
ら

と
あ
る
。
先
の
「
神
名
帳
」
で
は
、
出
雲
国
飯
石
郡
の
「
須
佐
神
社
」
を
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
る
た
め
、
や
は
り
ス
サ
ノ
ヲ
に
対
す
る
信
仰
が
古
く
か

ら
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
恐
ら
く
は
、
出
雲
か
ら
備
後
へ
と
ス
サ
ノ
ヲ
信

仰
は
道
を
伝
っ
て
伝
播
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

そ
の
他
『
日
本
書
紀
』
第
八
段
の
一
書
に
見
ら
れ
る
、
安
芸
国
可
愛
の
川

下
に
高
天
原
を
追
わ
れ
た
ス
サ
ノ
ヲ
が
降
り
立
つ
と
い
う
記
述
も
、
出
雲
を

中
心
と
し
た
広
範
な
ス
サ
ノ
ヲ
信
仰
圏
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
表
し
て
い

る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
出
雲
・
備
後
・
安
芸
な
ど
の
中
国
地
方
に

は
、
古
く
か
ら
ス
サ
ノ
ヲ
信
仰
が
根
付
い
て
お
り
、
こ
の
点
か
ら
も
、
逸
文

の
内
容
は
や
は
り
ス
サ
ノ
ヲ
を
祁
る
「
疫
隅
国
社
」
の
縁
起
に
他
な
ら
な
い

と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
の
逸
文
に
お
い
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
同
体
と
さ
れ
る
「
武
塔

神
」
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
逸
文
が
単
純

に
、
備
後
国
に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
信
仰
を
裏
付
け
る
た
め
だ
け
で
は
な
い
と

い
う
こ
と
は
、
明
確
で
あ
る
。

「
武
塔
神
」
は
、
先
述
し
た
通
り
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
で
は
「
武
答
天

神
」
と
し
て
、
ま
た
『
神
道
集
』
で
も
牛
頭
天
王
と
習
合
・
異
名
の
関
係
と

波
多
便
須
佐
径
志
都
美
径
以
上
径
常
無
し
剣
但
富
二
有
し
政

Ｉ
１

時
一
権
置
耳
泣
通
弓
備
後
園
一
也

三
、
天
神
・
武
塔
神
と
は

一
ハ
ー
ー
ー



と
な
り
、
逸
文
を
祇
園
社
の
本
縁
だ
と
述
べ
る
こ
と
、
即
ち
ス
サ
ノ
ヲ
が
祇

園
社
の
祭
神
で
あ
る
と
述
べ
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
然
ら
ば
、
牛
頭

天
王
が
な
ぜ
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
に
組
み
込
ま
れ
を
い
か
、
自
ず
と
分
か
っ
て
く

る
。
牛
頭
天
王
は
異
国
神
で
あ
り
、
既
に
「
仏
」
枠
組
み
に
回
収
さ
れ
て
い

た
か
ら
で
あ
る
。

こ
の
一
連
の
注
釈
に
よ
り
、
『
日
本
書
紀
』
第
七
段
一
書
で
は
、
諸
神
か

ら
追
い
遣
ら
れ
る
だ
け
の
神
だ
っ
た
ス
サ
ノ
ヲ
を
、
逸
文
を
注
釈
に
用
い
る

こ
と
で
そ
の
姿
を
拡
大
さ
せ
、
か
つ
、
逸
文
と
は
本
来
関
係
の
な
い
祇
園
社

と
を
、
今
度
は
『
日
本
書
紀
』
第
八
段
一
書
を
逆
に
用
い
て
結
び
つ
け
る
こ

と
で
、
祇
園
社
祭
神
と
し
て
の
ス
サ
ノ
ヲ
を
見
事
に
登
場
さ
せ
た
こ
と
に
な

る
。
そ
れ
は
ま
さ
し
く
、
「
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
」
の
新
た
な
「
創
成
」
に
他
な

ら
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
の
「
ス
サ
ノ
ヲ
神
話
」
は
、
祇
園
社
祭
神
を
巡

は
不
自
然
で
は
な
い
か
。

そ
こ
で
、
再
度
、
兼
文
の
説
に
目
を
凝
ら
し
て
み
る
と
、
彼
は
一
貫
し
て

「
武
塔
神
」
と
い
う
逸
文
に
見
ら
れ
る
呼
称
は
用
い
ず
、
武
塔
「
天
神
」
と

述
べ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
武
塔
神
も
武
塔
「
天
神
」
も
、
同
一
の
神
で
あ

る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
。
し
か
し
、
「
天
神
」
と
は
第
一
章
で
述
べ
た

通
り
、
神
仏
と
い
う
枠
組
み
で
考
え
れ
ば
、
祇
園
社
に
お
い
て
は
「
神
」
の

役
割
を
担
っ
て
お
り
、
武
塔
「
天
神
」
Ⅱ
「
神
」
、
と
の
ロ
ジ
ッ
ク
が
成
り
立

つ
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
ロ
ジ
ッ
ク
を
組
み
立
て
る
と
、

疫
隅
国
社
祭
神
Ⅱ
ス
サ
ノ
ヲ
Ⅱ
武
塔
神
・
武
塔
天
神
Ⅱ
祇
園
社
祭
神

六
四

し
て
登
場
す
る
。
そ
し
て
、
武
塔
神
の
存
在
こ
そ
、
こ
の
逸
文
と
祇
園
社
と

を
結
び
つ
け
る
契
機
と
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
逸
文
に
続
く
兼
文
と
実
経
と
の
や
り
取
り
に
目
を
移
し
た
い
。

兼
文
は
冒
頭
「
此
則
祇
園
社
本
縁
也
」
と
し
て
、
疫
隅
国
社
の
縁
起
を
何
故

か
祇
園
社
の
本
縁
だ
、
と
断
じ
る
。
そ
し
て
「
祇
園
社
三
所
者
」
と
尋
ね
る

実
経
に
対
し
て
、
「
武
塔
天
神
者
素
菱
鳴
尊
」
と
答
え
、
さ
ら
に
「
祇
刷
篤

行
疫
神
。
武
塔
天
神
御
名
。
世
之
所
知
也
。
而
吾
者
、
速
須
佐
雄
能
神
也
」

と
持
論
を
述
べ
て
い
る
。
そ
こ
で
実
経
は
「
祇
園
号
異
圃
神
不
然
欺
」
と
重

ね
て
兼
文
に
尋
ね
る
が
、
兼
文
は
「
素
菱
鳴
尊
初
到
新
羅
蹄
Ｈ
本
之
趣
」
と

し
て
、
「
日
本
書
紀
』
第
八
段
一
書
を
論
拠
に
、
重
ね
て
祇
園
社
の
祭
神
は

ス
サ
ノ
ヲ
で
あ
る
こ
と
を
説
く
に
至
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

少
し
整
理
を
し
て
み
た
い
。
兼
文
・
実
経
の
問
答
に
お
い
て
、
兼
文
は
、

「
祇
園
篤
行
疫
神
。
武
塔
天
神
御
名
。
世
之
所
知
也
。
」
と
述
べ
て
お
り
、
こ

こ
か
ら
祇
園
天
神
が
広
く
世
に
知
ら
れ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま

た
、
実
経
は
「
祇
園
号
異
圃
神
不
然
欺
」
と
問
い
か
け
て
い
る
が
、
こ
の

「
異
国
神
」
と
は
、
牛
頭
天
王
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
つ
ま

り
、
既
に
牛
頭
天
王
が
異
国
神
と
見
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
も
分
か
る
。
さ
ら

に
、
第
一
章
に
お
い
て
確
認
し
た
よ
う
に
、
鎌
倉
期
に
は
「
武
答
天
神
」
Ⅱ

牛
頭
天
王
の
習
合
は
見
ら
れ
て
い
る
た
め
、
兼
文
・
実
経
の
問
答
の
中
で
、

牛
頭
天
王
の
名
が
出
て
き
て
然
る
べ
き
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
兼
文
は
決
し

て
牛
頭
天
王
の
名
を
出
す
こ
と
は
な
い
。
逸
文
に
そ
の
名
が
見
ら
れ
な
い
、

と
い
う
単
純
な
理
由
も
考
え
ら
れ
る
が
、
し
か
し
、
祇
園
社
の
本
縁
と
ま
で

言
っ
て
い
る
、
こ
の
逸
文
の
注
釈
で
牛
頭
天
王
へ
の
言
及
が
見
ら
れ
な
い
の



ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神

が
創
始
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
ｃ

松
前
健
氏
は
、
そ
も
そ
も
祇
園
社
の
祭
神
は
、
八
坂
の
地
に
居
住
し
て
い

た
渡
来
系
の
人
々
の
龍
神
・
水
神
信
仰
か
ら
端
を
発
し
て
い
る
の
で
は
な
い

釦
一

か
、
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
脇
田
晴
子
氏
も
明
ら
か
に
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
、
異
国
か
ら
来
た
神
は
、
異
国
か
ら
疫
病
を
も
た
ら
す
が
故

に
、
そ
の
神
を
花
る
こ
と
で
防
疫
・
除
疫
に
繋
が
る
と
い
う
。
異
国
へ
と
通

じ
て
い
る
「
水
」
を
用
い
て
疫
を
蕨
う
と
い
う
思
想
が
、
確
か
に
平
安
期
に

「
副
』

は
存
在
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

従
っ
て
、
以
上
を
ま
と
め
推
察
す
る
に
、
「
天
神
」
と
は
特
定
の
神
名
で

は
な
く
、
む
し
ろ
、
特
定
の
神
名
を
つ
け
る
こ
と
の
出
来
な
い
防
疫
・
除
疫

神
の
総
称
で
は
な
か
っ
た
か
。
さ
ら
に
推
論
を
重
ね
る
な
ら
、
祇
園
社
で
は

「
牛
頭
天
王
」
と
い
っ
た
具
体
的
神
名
が
登
場
し
た
後
も
、
昔
の
名
残
で

「
祇
園
天
神
」
な
ど
と
称
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
る
の
で
あ
る
。

一
方
武
塔
「
天
神
」
と
は
ｌ
即
ち
、
武
塔
神
と
は
ｌ
ど
の
よ
う
な

神
で
あ
っ
た
の
か
。

逸
文
本
文
を
見
る
限
り
、
こ
の
武
塔
神
が
牛
頭
天
王
と
同
じ
く
、
疫
神
並

び
に
防
疫
・
除
疫
神
的
神
格
を
帯
び
て
い
る
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
。
と

は
い
え
、
そ
れ
以
外
の
詳
細
を
掴
む
こ
と
は
甚
だ
難
し
い
神
で
も
あ
る
。
何

故
な
ら
、
現
在
こ
の
神
の
名
が
確
認
出
来
る
史
料
は
、
こ
の
逸
文
以
外
は

二
伊
呂
波
字
類
抄
』
も
含
め
て
）
全
て
牛
頭
天
王
縁
起
の
類
で
あ
り
、
ま
た

そ
こ
で
は
牛
頭
天
王
と
既
に
習
合
し
て
い
る
姿
し
か
見
え
な
い
の
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
早
く
は
平
田
篤
胤
が
『
牛
頭
天
王
暦
神
群
』
に
お

い
て
、
そ
の
神
の
呼
び
名
を
「
タ
ケ
ア
ラ
キ
ノ
神
と
訓
む
く
し
。
」
と
言
及

六
天

る
「
神
家
ノ
説
」
と
も
直
結
す
る
こ
と
と
な
る
。

さ
て
、
こ
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
極
め
て
恋
意
的
な
操
作
が
働
い
て
い
る
が
、
一

方
で
当
の
兼
文
に
と
っ
て
は
、
ご
く
当
然
の
こ
と
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
結

論
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
平
野
卜
部
氏
の
兼
文
、
そ
し
て
兼
方

が
、
「
日
本
神
話
」
を
自
ら
の
手
で
創
ろ
う
、
な
ど
と
は
微
塵
も
考
え
て
い

な
か
っ
た
と
捉
え
る
の
が
自
然
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
ロ
ジ
ッ
ク
が
構
築
さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
な
お
さ

ら
、
武
塔
神
と
は
、
武
塔
「
天
神
」
と
は
、
そ
し
て
「
天
神
棚
一
と
は
ど
の
よ

う
な
存
在
で
あ
る
の
か
を
詳
細
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

道
真
信
仰
が
確
立
す
る
以
前
の
「
天
神
」
を
考
え
る
上
で
、
一
つ
の
足
掛

り
と
な
る
の
は
、
祇
園
社
同
様
に
京
の
防
疫
・
除
疫
の
役
割
を
担
っ
て
い

た
、
五
条
天
神
社
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
そ
の
創
始
は
定
か
で
は
な
い
も
の

の
、
平
安
期
に
は
そ
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
平
安
末
期
に
は
祇

・
〃
】

園
社
末
社
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
古
く
か
ら
そ
の
存
在
は
知
ら
れ
る
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
五
条
天
神
社
の
祭
神
は
ス
ク
ナ
ビ
コ
ナ
で
あ

る
が
、
そ
の
実
、
こ
の
神
が
祭
神
と
し
て
記
録
に
現
れ
る
の
は
室
町
期
以
降

で
あ
り
、
そ
れ
ま
で
は
や
は
り
祭
神
は
「
天
神
」
で
あ
っ
た
こ
と
に
も
着
目

Ⅲ
）

し
た
い
・

五
条
天
神
社
が
位
置
す
る
と
こ
ろ
は
、
東
西
を
西
洞
院
川
と
堀
川
に
挟
ま

《
旧
》

れ
、
常
に
氾
濫
の
危
険
性
を
帯
び
た
地
域
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
で

は
、
当
然
、
防
疫
・
除
疫
や
五
穀
豊
穣
と
い
っ
た
信
仰
が
発
生
し
て
く
る
。

一
方
で
、
そ
こ
か
ら
や
や
北
東
の
地
に
目
を
転
じ
る
と
、
や
は
り
こ
こ
で
も

鴨
川
を
目
前
に
し
た
八
坂
の
地
に
、
防
疫
・
除
疫
の
役
割
を
担
っ
た
祇
園
社



兼
文
・
兼
方
の
視
点
か
ら
は
、
祇
園
社
祭
神
は
渡
来
神
・
牛
頭
天
王
と
日

本
古
来
の
神
・
武
塔
「
天
神
」
と
が
習
合
し
て
い
る
よ
う
に
映
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
今
、
逸
文
に
は
、
武
塔
神
は
ス
サ
ノ
ヲ
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
よ
う
な
整
理
が
つ
い
た
時
、
何
故
、
兼
文
・
兼
方
が
、
武
塔
神
を

軸
に
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神
と
を
結
び
つ
け
た
の
か
、
そ
の
理
由
が
分

か
る
だ
ろ
う
。

ス
サ
ノ
ヲ
が
武
塔
神
で
あ
る
以
上
、
祇
園
社
祭
神
、
武
塔
天
神
と
は
ス
サ

ノ
ヲ
に
他
な
ら
な
い
．
ま
た
、
祇
園
社
で
は
渡
来
神
ｌ
即
ち
、
牛
頭
天
王

ｌ
も
祭
神
と
し
て
腿
ら
れ
て
い
る
が
既
に
実
経
に
対
し
て
答
え
た
よ
う

に
、
高
天
原
か
ら
新
羅
国
へ
降
り
立
っ
た
ス
サ
ノ
ヲ
で
あ
れ
ば
、
そ
の
土
地

に
お
け
る
呼
称
が
牛
頭
天
王
と
呼
ば
れ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
、
兼
文
ら
は
こ

の
よ
う
に
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。

詰
ま
る
と
こ
ろ
、
彼
ら
の
思
想
、
平
野
卜
部
氏
の
思
想
は
『
日
本
書
紀
」

や
『
風
土
記
』
と
い
っ
た
、
古
来
よ
り
テ
ク
ス
ト
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る

「
日
本
神
話
」
の
世
界
に
、
価
値
観
の
基
準
を
置
く
の
で
あ
る
。
同
じ
渡
来

神
の
よ
う
に
映
る
武
塔
神
と
牛
頭
天
王
と
の
違
い
は
そ
こ
に
あ
る
。
即
ち
、

兼
文
ら
の
視
点
で
は
、
武
塔
神
は
識
備
後
国
風
土
記
』
に
位
置
付
け
ら
れ
た

古
来
の
「
神
」
と
し
て
映
る
一
方
で
、
牛
頭
天
王
は
、
『
日
本
書
紀
』
や

『
風
土
記
』
な
ど
を
見
て
も
記
載
さ
れ
て
い
な
い
、
一
介
の
渡
来
神
だ
と
考

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
『
Ｈ
本
書
紀
』
に
も
記
さ
れ
な
か
っ
た

ｌ
寧
ろ
、
『
備
後
国
風
土
記
」
を
用
い
た
兼
文
の
注
釈
に
よ
っ
て
「
創

成
一
さ
れ
た
Ｉ
祇
園
社
祭
神
と
し
て
の
新
た
毒
ス
サ
ノ
ヲ
像
が
実
像
を
伴

っ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
「
神
家
ノ
説
」
の
発
生
と
い
え
よ
う
。

｛
ハ
一
ハ

し
、
武
塔
神
を
日
本
古
来
の
神
と
し
て
位
置
付
け
よ
う
と
し
て
い
る
。
し
か

し
、
逸
文
に
出
て
く
る
蘇
民
将
来
は
「
ソ
ミ
ン
シ
ョ
ウ
ラ
イ
」
と
音
読
み
で

当
て
ね
ば
不
自
然
に
な
り
、
そ
も
そ
も
北
海
・
南
海
と
い
う
大
陸
的
な
世
界

観
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
武
塔
神
も
「
ム
ト
ウ
」
と
読
む
べ
き
で
あ

デ
型
｝り
、
牛
頭
天
王
同
様
、
大
陸
か
ら
渡
っ
て
き
た
渡
来
神
で
あ
る
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
る
。
そ
の
語
源
は
朝
鮮
半
島
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ン
「
ム
ー
タ

〔
騨
一

ン
」
で
は
な
い
か
と
の
説
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

即
ち
、
武
塔
神
も
ま
た
、
牛
頭
天
王
同
様
に
出
自
不
明
の
渡
来
神
で
あ
る

こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
し
て
ま
た
、
渡
来
神
で
あ
る
が
故
に
、
疫
病

を
広
げ
、
ま
た
疫
病
を
抑
え
る
防
疫
・
除
疫
の
神
と
し
て
祁
ら
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
、
兼
文
や
兼
方
は
、
武
塔
神
を
渡
来
神
だ
と
は
捉
え
て
い
な

い
。
兼
文
は
、
こ
の
逸
文
を
紛
れ
も
な
く
古
風
土
記
時
代
の
も
の
と
認
識
し

て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
は
『
釈
、
本
紀
」
全
体
で
引
か
れ
る
古
風
土
記

や
『
日
本
書
紀
私
記
』
な
ど
の
引
用
姿
勢
か
ら
も
窺
え
る
。
編
者
で
あ
る
息

子
・
兼
方
も
同
様
で
あ
ろ
う
。

従
っ
て
、
こ
の
逸
文
を
古
風
土
記
時
代
の
も
の
と
考
え
る
な
ら
ば
、
必
然

的
に
こ
の
逸
文
に
登
場
す
る
武
塔
神
も
ま
た
、
篤
胤
が
説
い
た
よ
う
に
日
本

古
来
の
土
着
神
と
し
て
認
識
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
当
然
、
蘇
民

将
来
や
逸
文
全
体
に
流
れ
る
大
陸
的
背
景
も
、
彼
ら
か
ら
す
れ
ば
古
風
土
記

時
代
、
備
後
国
に
伝
え
ら
れ
た
日
本
古
来
の
話
と
考
え
て
い
る
は
ず
で
あ

る
。
ま
た
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
武
塔
「
天
神
」
と
兼
文
が
称
す
こ
と
は
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

好
余
曲
折
し
た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
結
論
に
移
り
た
い
。



し
か
し
、
そ
れ
で
も
不
自
然
さ
は
残
る
。
そ
れ
ま
で
祇
園
社
祭
神
と
し
て

祁
ら
れ
て
い
た
牛
頭
天
王
を
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
す
る
こ
と
は
余
り
に
強
引
な
考

え
方
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
は
古
代
に
遡
っ
て
史
実
を
客
観
的
か
つ

忠
実
に
追
う
と
い
う
、
近
代
的
思
考
に
基
づ
い
た
上
で
の
不
自
然
さ
に
他
な

ら
な
い
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
兼
文
ら
は
『
日
本
書
紀
一
に
依
拠
し
、
そ

の
世
界
観
に
合
わ
せ
て
現
実
を
捉
え
て
い
る
。
そ
こ
に
は
客
観
性
の
担
保
な

ど
は
存
在
し
て
い
な
い
。
言
葉
を
換
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
現
代
に
生
き
る
人

間
か
ら
見
た
、
不
自
然
さ
や
不
条
理
さ
も
ま
た
『
釈
日
本
紀
』
の
重
要
な
特

徴
の
一
つ
だ
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神

即
ち
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
三
貴
神
で
あ
り
な
が
ら
、
「
負
」
の
イ
メ
ー
ジ
も
相

当
に
あ
る
神
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ス
サ
ノ
ヲ
信
仰
の
中
心
は
、
出
雲
周
辺

で
あ
っ
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
も
な
い
が
、
そ
れ
は
こ
の
地
に
荒
ぶ
る
神
・
ス

サ
ノ
ヲ
を
押
し
込
め
て
い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
ス
サ
ノ
ヲ
を
「
救
っ
た
」
の
が
兼
文
で
あ
る
。
即
ち
、
兼
文
は
、
イ

ザ
ナ
ギ
・
イ
ザ
ナ
ミ
を
両
親
に
持
ち
、
ア
マ
テ
ラ
ス
を
姉
に
持
つ
に
相
応
し

い
ス
サ
ノ
ヲ
の
新
た
な
一
面
を
「
日
本
書
紀
』
の
注
釈
を
行
う
こ
と
で
「
自

然
と
」
見
出
し
た
。
そ
れ
が
、
先
に
示
し
た
逸
文
と
の
関
連
付
け
で
あ
り
、

除
疫
・
防
疫
の
神
で
あ
る
祇
園
社
祭
神
と
い
う
新
た
な
神
格
の
付
与
だ
と
い

え
よ
う
。
こ
れ
に
よ
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
は
新
た
に
国
家
的
課
題
で
あ
る
防
疫
・

除
疫
を
担
う
神
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
と
い
え
る
。

そ
し
て
、
同
時
に
、
兼
文
ら
は
ス
サ
ノ
ヲ
に
「
救
わ
れ
た
」
と
も
い
え
る

の
で
は
な
い
か
。
『
日
本
書
紀
』
に
依
拠
し
て
い
た
彼
ら
に
と
っ
て
、
岡
家

の
中
心
的
課
題
で
あ
る
防
疫
・
除
疫
が
、
『
日
本
書
紀
』
に
も
記
さ
れ
な
い

一
介
の
渡
来
神
に
よ
り
担
わ
れ
、
ま
た
、
そ
の
中
心
地
が
神
社
の
機
能
を
持

ち
合
わ
せ
て
い
る
と
は
い
え
、
「
仏
家
」
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
、
と
い
っ

た
現
実
は
、
理
論
的
に
打
ち
破
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ

の
よ
う
な
時
、
逸
文
に
お
け
る
ス
サ
ノ
ヲ
の
存
在
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
一
筋

の
光
と
な
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

応
仁
三
年
（
一
四
六
九
）
成
立
と
い
わ
れ
る
天
台
系
の
仏
書
『
慈
慧
大
師

像
』
に
は
、
祇
園
社
祭
神
が
ス
サ
ノ
ヲ
で
あ
り
、
ま
た
は
武
答
（
塔
）
「
天

神
」
、
牛
頭
天
王
だ
と
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
、
室
町
中
期
に
も
な

る
と
、
「
神
家
」
卜
部
氏
の
言
説
は
、
「
仏
家
」
に
も
伝
わ
る
と
こ
ろ
と
な
る

六
七

先
述
し
た
よ
う
に
、
武
塔
神
は
、
「
天
神
」
同
様
に
、
防
疫
・
除
疫
神
で

あ
り
、
同
時
に
疫
神
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
神
格
を
持
っ
た
武
塔
神
は
、

や
は
り
ど
こ
か
ス
サ
ノ
ヲ
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
高
天
原
に
お
け
る
ス

サ
ノ
ヲ
は
、
姉
神
・
ア
マ
テ
ラ
ス
を
天
の
磐
戸
へ
と
追
い
込
む
ほ
ど
の
荒
ぶ

る
神
だ
が
、
高
天
原
追
放
後
に
降
り
立
っ
た
出
雲
で
は
、
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ

を
退
治
す
る
「
英
雄
神
」
的
な
存
在
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
先

の
武
塔
神
と
同
様
、
相
反
す
る
神
格
を
内
在
化
さ
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
何
故
、
『
日
本
書
紀
』
第
八
段
一
書
で
は
、
高
天
原
追
放
後
の
ス

サ
ノ
ヲ
が
、
新
羅
を
経
由
し
て
日
本
へ
と
渡
っ
て
き
た
と
す
る
の
か
を
検
討

す
る
と
、
そ
こ
に
は
や
は
り
、
ス
サ
ノ
ヲ
と
、
疫
病
を
防
ぎ
、
同
時
に
疫
病

を
広
め
る
渡
来
神
の
姿
が
重
な
っ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。



昌
栄
ヲ
表
シ
、
八
坂
弥
栄
之
文
字
相
用
上
、
以
来
者
、
弥
栄
神
社

《
圧（
１
）
社
名
改
称
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
記
録
が
残
っ
て
い
る

（
久
保
田
収
『
八
坂
神
社
の
研
究
』
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
四
年
十

月
）
よ
り
抜
粋
）
。

感
神
院
牛
頭
天
王

秀
八
坂
ノ
神
社
と
相
称
し
度
、
尤
今
般
大
政
御
一
新
、
皇
礎
弥
以

ヤ
サ
カ

六
八

と
被
称
し
度
事
。

但
、
早
々
御
評
定
、
近
々
臨
時
祭
二
付
、
夫
迄
二
額
字
御
改
被
」

為
し
在
度
候
事
。

六
月

の
で
あ
る
。
そ
の
逆
も
然
り
で
、
平
野
卜
部
氏
か
ら
吉
田
卜
部
氏
へ
と
宗
家

が
移
る
と
、
吉
田
卜
部
氏
の
書
に
は
「
祇
園
牛
頭
天
王
」
の
文
字
を
確
認
す

［
鯉
一

る
こ
と
が
出
来
る
。

そ
れ
で
は
、
室
町
期
以
降
の
吉
田
卜
部
氏
に
お
け
る
祇
園
社
祭
神
の
捉
え

方
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
例
え
ば
、
先
に
挙
げ
た
『
二
十
二
社
註
式
』

や
、
或
い
は
吉
田
氏
が
所
蔵
し
て
い
た
二
系
統
の
『
態
墓
内
博
』
（
流
布
本

系
統
の
龍
玄
本
と
、
非
流
布
本
系
統
の
楊
懲
本
）
の
存
在
な
ど
、
様
々
切
り

口
は
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
ま
た
次
の
課
題
と
し
て
稿
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と

と
し
、
本
稿
は
こ
こ
で
澗
筆
し
た
い
。

神
祇
官

（
傍
線
部
は
筆
者
）

な
お
、
「
弥
栄
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
後
用
い
ら
れ
た
形
跡
は
な

く
、
「
八
坂
神
社
」
で
統
一
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
が
、
全
国
に
目
を
向

け
る
と
「
弥
栄
神
社
」
と
称
す
る
と
こ
ろ
も
多
々
あ
る
。
恐
ら
く

は
、
同
様
の
理
由
を
も
っ
て
旧
祇
園
系
列
の
神
社
が
改
称
し
た
と
思

わ
れ
る
。
ま
た
、
京
都
府
立
総
合
資
料
館
蔵
の
京
都
府
庁
文
書
『
政

典
』
で
は
、
明
治
元
年
（
慶
応
四
年
）
五
月
三
十
一
日
に
感
神
院
祇

園
社
が
八
坂
神
社
と
改
称
す
る
旨
の
伝
達
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
も

付
記
し
て
お
く
。

（
２
）
本
稿
で
は
取
り
上
げ
な
い
が
、
「
暦
家
」
、
即
ち
暦
を
専
門
と
す

る
陰
陽
師
が
天
道
神
を
祇
園
社
祭
神
に
あ
て
て
い
る
点
な
ど
は
、
牛

頭
天
王
縁
起
を
巻
一
に
収
め
る
『
迩
蕊
内
博
金
烏
玉
兎
集
』
の
影
禅

で
あ
ろ
う
。
通
常
、
方
位
・
暦
神
の
中
で
も
歳
徳
神
が
吉
方
の
神
と

し
て
信
仰
さ
れ
る
中
で
、
『
麓
蔦
内
惇
』
に
お
い
て
は
、
牛
頭
天
王

を
天
道
神
と
し
て
位
置
付
け
、
歳
徳
神
を
上
回
る
吉
方
の
神
と
し
て

い
る
。
天
道
神
は
他
の
暦
書
に
も
そ
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来

る
が
、
軍
星
蔦
内
惇
一
の
よ
う
な
強
い
神
格
を
見
る
こ
と
は
出
来

ず
、
や
は
り
吉
方
の
神
の
代
表
格
は
歳
徳
神
で
あ
る
こ
と
が
多
い
。

こ
の
点
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
「
暦
家
」
の
立
場
の
人
々
も
決
し

て
牛
頭
天
王
を
排
す
る
よ
う
な
姿
勢
に
は
な
く
、
む
し
ろ
牛
頭
天
王

と
結
び
付
け
る
こ
と
で
、
自
ら
が
説
く
天
道
神
を
明
確
に
位
置
付
け

よ
う
と
す
る
姿
勢
も
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
な
お
、
牛
頭
天
王
と
天

出
一
候
。
（
中
略
）

右
者
、
仏
語
ヲ
以
神
号
二
唱
候
筋
二
候
間
、
此
度
御
改
可
レ
被
一
仰



ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神

官
符
が
実
在
し
た
も
の
と
考
え
た
い
（
久
保
田
一
八
坂
神
社
の
研

究
己
。

（
５
）
十
巻
本
『
伊
呂
波
字
類
抄
』
の
成
立
年
代
に
つ
い
て
は
、
定
か

で
は
な
い
が
、
零
本
な
が
ら
学
習
院
大
学
に
鎌
倉
初
期
か
と
思
わ
れ

る
十
巻
本
が
蔵
さ
れ
て
い
る
た
め
、
少
な
く
と
も
鎌
倉
期
に
入
っ
て

か
ら
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
〔
土
井
洋
一
「
学
習
院
大
学
蔵

伊
呂
波
字
類
抄
解
題
」
『
古
辞
番
音
義
集
成
第
十
四
巻
伊
呂

波
字
類
抄
」
（
汲
古
書
院
、
一
九
八
六
年
十
一
月
）
〕
。
た
だ
し
、
土

井
氏
解
題
で
は
鎌
倉
初
期
で
あ
る
と
す
る
論
拠
は
見
ら
れ
ず
、
慎
重

に
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
６
）
嵯
峨
井
建
氏
は
、
（
Ｂ
）
並
び
に
（
Ｄ
）
の
史
料
か
ら
、
祇
園
社

が
創
始
さ
れ
た
貞
観
十
八
年
、
或
い
は
創
始
か
ら
間
も
な
い
段
階

で
、
既
に
薬
師
な
ど
が
安
置
さ
れ
て
い
た
堂
と
天
神
堂
と
が
並
立
し

て
い
た
可
能
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
嵯
峨
井
「
祇
園
社
の
成
立
と

観
慶
寺
」
『
儀
礼
文
化
」
第
二
十
八
号
（
儀
礼
文
化
学
会
、
一
九
九

八
年
十
月
）
）
。
た
だ
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
な
お
慎
重
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
．

（
７
）
『
釈
日
本
紀
』
以
降
の
『
日
本
書
紀
』
注
釈
書
は
、
貞
治
六
年

（
一
三
六
七
）
成
立
と
い
わ
れ
る
忌
部
正
通
の
『
神
代
巻
口
訣
』

や
、
康
正
年
中
（
一
四
五
五
’
五
七
）
成
立
と
い
わ
れ
る
一
条
兼
良

の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
、
吉
田
神
道
を
確
立
し
た
吉
田
（
卜
部
）
兼

倶
の
『
神
書
聞
塵
』
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
注
釈
書
本
文

を
読
む
と
、
『
釈
日
本
紀
・
一
と
同
様
の
記
述
が
多
数
見
ら
れ
る
。
た

六
九

道
神
の
繋
が
り
に
つ
い
て
は
、
谷
口
勝
紀
二
重
墓
内
伝
』
の
宗
教

世
界
」
『
悌
教
大
学
大
学
院
紀
要
』
第
三
十
三
号
（
仙
教
大
学
大
学

院
、
二
○
○
五
年
三
月
）
や
斎
藤
英
喜
『
陰
陽
道
の
神
々
』
（
悌
教

大
学
通
信
教
育
部
、
二
○
○
七
年
九
月
）
に
詳
し
い
。

（
３
）
例
え
ば
、
南
北
朝
期
前
後
に
か
け
て
成
立
し
た
と
思
わ
れ
る

『
神
道
集
」
「
祇
園
大
明
神
事
」
で
は
、
祇
園
大
明
神
を
牛
頭
天
王
と

し
、
異
名
と
し
て
武
答
天
神
・
天
刑
星
と
い
っ
た
神
の
名
を
挙
げ
、

さ
ら
に
本
地
に
つ
い
て
は
、
男
体
が
薬
師
如
来
、
女
体
が
十
一
面
観

音
と
説
い
て
い
る
。
ま
た
、
直
接
祇
園
社
祭
神
と
し
て
の
習
合
を
説

く
訳
で
は
な
い
が
、
『
霞
墓
内
僻
金
烏
玉
兎
集
』
巻
一
に
見
ら
れ
る

牛
頭
天
王
縁
起
部
で
は
、
牛
頭
天
王
の
異
名
と
し
て
商
貴
帝
（
恐
ら

く
は
鐘
腫
の
こ
と
だ
ろ
う
）
、
天
刑
星
、
毘
慮
遮
那
如
来
な
ど
の
名

を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
（
た
だ
し
、
毘
虐
遮
那
と
の
習
合
は
非

流
布
本
系
統
で
あ
る
楊
憲
書
写
本
な
ど
に
し
か
見
ら
れ
な
い
）
。
な

お
、
『
神
道
集
」
「
祇
園
社
大
明
神
事
」
に
関
し
て
は
、
村
上
畢

弓
神
道
集
』
の
世
界
」
『
説
話
集
の
世
界
Ⅱ
中
世
・
一
（
勉
誠
社
、
一

九
九
二
年
六
月
）
や
福
田
晃
一
神
道
集
説
話
の
成
立
』
（
三
弥
井
書

店
、
一
九
八
四
年
五
月
）
に
詳
し
い
。

（
４
）
た
だ
し
、
官
符
文
の
発
布
が
承
平
五
年
（
九
三
五
）
で
あ
る
の

に
対
し
、
一
二
十
二
社
註
式
』
自
体
は
室
町
後
期
と
か
な
り
時
代
を

経
て
い
る
た
め
、
こ
の
官
符
は
偽
作
と
見
る
向
き
も
あ
る
。
し
か

し
、
官
符
全
体
を
通
し
て
見
る
と
、
久
保
田
収
氏
な
ど
も
認
め
て
い

る
よ
う
に
、
取
り
立
て
て
疑
う
べ
き
箇
所
も
な
い
た
め
、
今
は
こ
の



因
斯
迎
圃
之
人
以
茅
輪
著
腰
其
将
来
之
家
地
者
今
母
、
止
乃
原

止
云
自
社
小
鳥
在

小
野
田
光
雄
氏
は
尊
経
閣
文
庫
蔵
『
釈
日
本
紀
』
と
兼
方
自
筆

『
神
代
巻
』
と
は
、
同
じ
母
本
が
存
在
し
、
そ
れ
を
基
に
そ
れ
ぞ
れ

記
さ
れ
て
い
る
と
考
察
さ
れ
て
お
り
、
尊
経
閣
文
庫
本
で
は
右
の
一

文
が
脱
落
し
た
と
の
見
方
を
さ
れ
て
い
る
〔
小
野
旧
『
古
事
記
・
釈

日
本
紀
・
風
土
記
の
文
献
学
的
研
究
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一

九
九
六
年
二
月
）
〕
・
本
稿
で
は
触
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た
が
、
今

後
、
こ
の
兼
方
自
筆
一
言
神
代
巻
』
に
見
え
る
一
文
に
つ
い
て
も
考
察

を
深
め
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

（
ｕ
）
井
上
通
泰
「
上
代
歴
史
地
理
新
考
南
海
道
・
山
陽
道
・
山
陰

道
・
北
陸
道
』
（
三
省
堂
、
一
九
四
一
年
四
月
）
。
ま
た
、
西
田
氏
や

久
保
田
氏
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
推
定
し
て
い
る
成
立
年
代
は
異
な
る
も
の

の
、
古
風
土
記
説
に
つ
い
て
は
否
定
し
て
い
る
（
前
掲
（
１
）
、
後

掲
（
皿
）
）
。

（
吃
）
秋
本
吉
郎
『
風
土
記
の
研
究
』
（
大
阪
経
済
大
学
後
援
会
、
一
九

六
三
年
十
月
）
。

（
旧
）
一
．
祇
園
社
記
』
所
収
、
年
次
不
明
の
「
祇
園
牛
頭
天
王
縁
起
」
を

例
に
プ
ロ
ッ
ト
を
簡
単
に
抜
き
出
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

〔
ａ
〕
異
国
に
住
む
牛
頭
天
王
が
沙
婦
羅
龍
王
の
娘
・
婆
梨
采
女

を
妻
と
し
て
要
る
た
め
、
旅
に
出
る
。

〔
ｂ
〕
旅
の
途
中
、
日
が
暮
れ
て
き
た
た
め
、
長
者
の
巨
旦
将
来

に
宿
を
求
め
た
が
断
ら
れ
る
。

七
○

だ
し
、
一
神
代
巻
口
訣
』
に
関
し
て
は
、
そ
の
思
想
的
背
景
か
ら
振

世
期
に
入
っ
て
か
ら
の
偽
作
で
は
な
い
か
、
と
見
る
向
き
も
あ
る

〔
真
壁
俊
信
「
解
題
」
『
神
道
大
系
古
典
註
釈
編
四
日
本
書
紀
註

釈
（
中
）
』
（
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
三
月
）
〕
。

（
８
）
小
野
田
光
雄
「
釈
日
本
紀
撰
述
の
意
図
に
つ
い
て
」
『
神
道
古
典

研
究
会
報
・
一
第
十
号
（
神
道
古
典
研
究
会
、
一
九
八
九
年
二
月
）

（
９
）
な
お
、
徳
田
和
夫
氏
は
「
中
世
神
話
」
に
つ
い
て
、
「
中
仙
に
お

け
る
日
本
紀
の
享
受
注
釈
は
指
さ
な
い
が
、
そ
の
過
程
に
お
け
る
縁

起
神
道
説
に
見
る
よ
う
な
、
埋
没
し
て
い
た
、
あ
る
い
は
新
た
な
説

話
の
発
掘
と
強
調
に
つ
い
て
は
、
語
り
の
増
幅
と
い
う
点
で
密
接
な

繋
り
が
あ
る
。
」
と
述
べ
て
い
る
（
徳
Ⅲ
「
中
世
神
話
」
『
国
文
学

解
釈
と
鑑
賞
」
第
四
十
五
巻
十
二
号
（
至
文
堂
、
一
九
八
○
年
十
二

月
）
）
。
ま
た
伊
藤
正
義
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭
」
一
．
文
学
」
第
四
十

巻
十
号
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
二
年
十
月
）
以
降
、
阿
部
泰
郎
「
中

世
王
権
と
中
世
日
本
紀
」
『
日
本
文
学
』
第
三
十
四
巻
五
号
（
円
本

文
学
協
会
、
一
九
八
五
年
五
月
）
や
小
川
豊
生
「
中
世
日
本
紀
の
胎

動
」
『
日
本
文
学
」
第
四
十
二
巻
三
号
（
一
九
九
三
年
三
月
）
、
山
本

ひ
ろ
子
『
中
世
神
話
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
八
年
十
二
月
）
な

ど
、
「
中
世
神
話
」
及
び
「
中
世
日
本
紀
」
を
巡
る
検
討
・
考
察
が

盛
ん
に
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
論
考
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
叩
）
な
お
、
卜
部
兼
方
が
自
筆
し
た
『
日
本
書
紀
神
代
巻
』
上
巻

で
は
、
同
じ
一
備
後
国
風
土
記
』
逸
文
文
末
に
以
下
の
文
書
が
記
さ

れ
て
い
る
。



ス
サ
ノ
ヲ
と
祇
園
社
祭
神

て
い
る
〔
小
杉
「
祇
園
社
領
「
四
ヶ
保
」
の
成
立
に
つ
い
て
」
一
神

道
史
研
究
一
第
十
六
巻
第
五
・
六
号
（
神
道
史
学
会
、
一
九
六
八
年

十
一
月
）
、
川
島
「
祇
園
社
領
「
岡
ヵ
保
」
の
形
成
と
相
伝
に
つ
い

て
」
『
古
文
書
研
究
』
第
十
四
号
（
日
本
古
文
書
学
会
、
一
九
七
九

年
十
二
月
）
〕
・
ス
サ
ノ
ヲ
信
仰
と
祇
園
社
と
の
信
仰
と
を
関
連
さ
せ

て
考
え
る
上
で
は
、
非
常
に
大
き
な
問
題
を
含
ん
で
い
る
が
、
論
点

が
拡
散
し
て
し
ま
う
た
め
、
本
稿
で
は
あ
え
て
取
り
扱
わ
な
い
。

（
灯
）
瀬
田
勝
哉
『
洛
中
洛
外
の
群
像
』
（
平
凡
社
、
一
九
九
四
年
八

月
）
。

（
肥
）
雨
野
弥
生
「
五
条
天
神
考
」
『
伝
承
文
学
研
究
』
第
五
十
四
号

（
伝
承
文
学
研
究
会
、
二
○
○
四
年
十
二
月
）
。

（
⑲
）
福
田
晃
・
真
下
美
弥
子
一
京
都
の
伝
説
洛
中
・
洛
外
を
歩

く
』
（
淡
交
社
、
一
九
九
四
年
三
月
）
。

（
犯
）
松
前
健
「
祇
園
牛
頭
天
王
社
の
創
建
と
天
王
信
仰
の
源
流
」
『
角

田
文
術
博
士
古
稀
記
念
古
代
学
推
論
』
（
角
田
文
衛
先
生
古
稀
記

念
事
業
会
、
一
九
八
三
年
四
月
）
。

（
皿
）
脇
田
晴
子
『
中
世
京
都
と
祇
園
祭
』
（
中
央
公
論
新
社
、
一
九
九

九
年
六
月
）
。

（
躯
）
吉
井
良
隆
「
牛
頭
天
王
・
武
塔
神
・
素
斐
鳴
尊
」
『
神
道
史
研

究
』
第
十
巻
第
六
号
（
神
道
史
学
会
、
一
九
六
二
年
十
二
月
）
。

（
詔
）
肥
後
和
男
『
古
代
伝
承
研
究
』
（
河
出
書
房
、
一
九
四
三
年
六

月
）
頭
注
。

（
別
）
例
え
ば
、
年
次
未
詳
で
は
あ
る
が
、
恐
ら
く
室
町
後
期
の
成
立

七

〔
Ｃ
〕
一
方
、
貧
し
い
蘇
民
将
来
は
牛
頭
天
王
の
宿
の
求
め
に
応

じ
、
粟
柄
を
敷
き
、
粟
飯
な
ど
で
、
出
来
る
限
り
の
も
て

な
し
を
し
た
。

〔
ｄ
〕
無
事
、
龍
王
の
城
に
到
着
し
、
龍
王
の
娘
と
結
婚
。
八
人

（
柱
）
の
王
子
を
得
る
。

〔
ｅ
〕
妻
や
八
王
子
を
連
れ
本
国
に
戻
る
途
中
、
蘇
民
将
来
の
家

に
立
ち
寄
り
、
巨
旦
将
来
を
滅
ぼ
す
決
意
を
伝
え
る
。

〔
ｆ
〕
巨
旦
将
来
宅
に
蘇
民
将
来
の
娘
が
い
る
た
め
、
蘇
民
将
来

の
懇
願
に
よ
り
「
茅
の
輪
」
と
「
蘇
民
将
来
之
子
孫
」
と

記
さ
れ
た
札
を
持
た
せ
て
、
巨
日
二
族
滅
亡
か
ら
逃
れ
る

よ
う
に
計
ら
っ
た
。

〔
ｇ
〕
一
方
、
巨
旦
は
牛
頭
天
王
襲
来
を
予
期
し
、
千
人
の
法
師

に
よ
る
読
経
で
牛
頭
天
王
襲
来
を
防
ご
う
と
し
た
。

〔
ｈ
〕
牛
頭
天
王
の
指
示
に
よ
り
春
属
た
ち
が
法
師
た
ち
が
張
っ

た
結
界
が
弱
ま
っ
て
い
る
箇
所
を
探
し
遂
に
片
目
の
法
師

が
経
文
の
一
宇
を
読
み
落
と
し
た
こ
と
を
発
見
し
、
そ
こ

か
ら
牛
頭
天
王
及
び
春
属
た
ち
が
雪
崩
れ
込
み
、
巨
日
二

族
を
滅
ぼ
し
た
。

（
哩
）
西
田
長
男
二
．
祇
園
牛
頭
天
王
縁
起
』
の
成
立
」
『
御
霊
信
仰
』

（
雄
山
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
五
月
）
。

（
巧
）
前
掲
（
理
）
。

（
肥
）
小
杉
達
氏
や
川
島
敏
郎
氏
ら
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
十

一
世
紀
末
に
は
当
地
に
祇
園
社
領
（
「
備
後
国
小
童
保
」
）
が
成
立
し



で
あ
ろ
う
一
唯
一
神
道
大
妙
秘
抄
」
（
天
理
大
学
附
属
図
書
館
吉
田

文
庫
蔵
）
で
は
、
「
疫
神
三
神
」
と
し
て
、
ス
サ
ノ
ヲ
、
オ
オ
ナ
ム

ヂ
、
そ
し
て
牛
頭
天
王
の
名
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

※
本
稿
は
日
本
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
補
助
金
を
受
け
て
、
執
筆
し

た
も
の
で
あ
る
。

（
す
ず
き
．
こ
う
た
ろ
う
本
蟻
博
士
後
期
課
程
）

一
本
朝
世
紀
』
…
．
：
黒
板
編
『
園
史
大
系
第
九
巻
本
朝
世

紀
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
二
月
）

『
玉
蕊
』
…
…
今
川
文
雄
校
訂
『
玉
蕊
』
（
恩
文
閣
出
版
、
一
九
八

四
年
七
月
）

『
伊
呂
波
字
類
抄
』
…
…
大
東
急
記
念
文
庫
蔵
本
〔
『
十
巻
本
伊
呂

波
字
類
抄
』
（
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
七
年
五
月
）
〕

『
社
家
条
々
記
録
』
…
…
竹
内
理
三
編
『
続
史
料
大
成
第
四
十

三
巻
八
坂
神
社
記
録
』
巻
一
（
臨
川
書
店
、
一
九
七
八
年
十
月
）

『
釈
日
本
紀
』
：
：
：
前
田
育
徳
会
尊
経
閣
文
庫
蔵
本
〔
『
尊
経
閣
善
本

影
印
集
成
二
十
七
』
（
八
木
書
店
、
二
○
○
三
年
六
月
）
〕

『
風
土
記
』
：
…
・
秋
本
吉
郎
校
注
『
日
本
文
学
大
系
２
風
土

記
』
（
小
学
館
、
一
九
五
八
年
四
月
）

『
福
山
志
料
』
…
…
菅
茶
山
編
「
福
山
志
料
』
下
巻
（
福
山
資
料

発
行
事
務
所
、
一
九
一
○
年
五
月
）
〔
国
立
国
会
図
書
館
マ
イ
ク
ロ

フ
ィ
ッ
シ
ュ
〕

七
一

な
お
、
本
文
中
に
用
い
た
史
料
は
、
以
下
の
文
献
を
抜
粋
・
参
照
に
し

た
。・
神
仏
判
然
令
（
一
八
六
八
年
三
月
発
布
）
…
…
内
閣
記
録
局
編

〔
石
井
良
助
・
林
修
三
監
修
〕
『
法
規
分
類
大
全
第
二
十
六
巻

社
寺
門
』
（
原
書
房
、
一
九
七
九
年
八
月
）

．
「
二
十
二
社
註
式
』
…
…
塙
保
己
一
編
『
続
群
書
類
従
第
二
輯

神
祇
部
訂
正
版
』
（
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
五
九
年
三

月
）

．
『
祇
園
社
略
記
』
…
…
八
坂
神
社
社
務
所
編
『
増
補
八
坂
神
社

文
書
』
上
巻
（
臨
川
書
店
、
一
九
九
四
年
七
月
）

．
『
貞
信
公
記
』
…
…
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
編
『
大
日
本
古
記
録

貞
信
公
記
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
五
六
年
三
月
）

．
『
日
本
紀
略
憲
一
…
…
黒
板
勝
美
編
『
国
史
大
系
第
十
巻
日
本

紀
略
」
（
吉
川
弘
文
館
、
二
○
○
○
年
七
月
）

．
『
頻
繁
符
宣
抄
』
…
…
黒
板
編
一
団
史
大
系
第
二
卜
七
巻
新

抄
格
勅
符
抄
・
法
曹
類
林
・
類
緊
符
宣
抄
・
続
左
丞
抄
・
別
緊
符
宣

抄
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
四
月
）

．
『
扶
桑
略
記
』
．
：
…
黒
板
編
『
国
史
大
系
第
十
二
巻
扶
桑
略

記
・
帝
王
編
年
記
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
八
月
）




